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はどこにでもいる。それは

インドの近代美術史を飾る

先駆的な女性、シーク教徒

の父とハンガリーのユダヤ

系の血をひく母親との間に

生をうけたひとりの混血女

性にはとどまらない。アム

リタが歴史に名を残すの

は、彼女が非欧米人ながら

油彩によってパリで活躍

し、その作品がデリーの国

立近代美術館に常設展示さ

れているからだろう。同世

代には日本の画学校を卒業

した朝鮮や台湾の画家、民

国期中国で活躍した女流作

家もある。羅�錫（ナ・ヘ

ソク）、潘玉良、陳進など

がもっとも著名だろう。ま

たインドネシアならばカル

ティニの場合を想起できよ

うか。画家ではないにせよ、

民族主義の高揚のなかでジ

ャワ発の原風景の形成に貢

献した女性である。

だがそもそも職人と藝術

家との区別はどこまで妥当

なのか。インドでもグジャ

ラートのカッチでは室内装

飾絵画を女性が手掛ける。

だがその作品は文化人類学

の対象にすぎず、美術史と

いう制度や学問分野からは

零れ落ちてきた。西欧的な

藝術家の範疇に属さないか

らである。日本画の高名な

女流画家が世界美術史に登

録されないのは、ただ単に

西欧の教育機関に設けられ

た学術分野が、日本画を対

象から除外してきたからに

すぎまい。彼女らは英語圏

の大学では、東アジア言語

・文化コースで女性論の対

象となるばかりである。イ

ンドと日本の両者をつない

だ女流画家として、秋野不

矩が日本では著名だが、世

界という舞台では、彼女の

存在はまるで認知されてい

ない。そしてアムリタのみ

ならず、秋野不矩もまたさ

まざまに多数存在してきた

はずである。

オーストラリア・アボリ

ジナル絵画でいえば、エミ

リー・ウングワレはひとり

でアボリジナル絵画市場全

体の売り上げの５％以上を

占めてきた。アボリジナル

絵画は現存する究極のプリ

ミティヴィズム絵画として

脚光を浴びた。それはオリ

エンタリズム（「東方」を舞

台とした他者表象）からジ

ャポニスム（極東の他者の

文法の自己本位化）、そし

てプリミティヴィズム（「未

開」社会を触媒とした魔術

的自己表現）という段階を

経由した、西欧社会の地球

認識、他文化理解が、地球表

面を覆い尽くし、フロンテ

ィアを消滅させたあとで、

最後に発見した藝術であ

る。エミリーの没後にその

市場価格は桁違いに上昇し

たが、豪州絵画市場におけ

る彼女の評価はその後２０年

揺るぐことなく、アボリジ

ナル絵画のトップのたかだ

か２０名ほどが、他の豪州白

人作家たちを圧倒して、顕

著な競争力を誇り、国際美

術市場を牽引している。白

豪主義による政治的抑圧と

人種差別という過去への補

償作用が美術という領分で

金銭的に採った贖罪の姿。

そうした社会学的分析もあ

ろうが、それによって事態

を合理化するだけの勇気

を、筆者は持ちあわせない。

こうして世界各地に出現

した非西欧世界の「アムリ

タ」たちを並べてみるとい

う企画はどうだろうか。彼

女たちには相互に直接の関

係はない。だが西欧とその

余分The West and the Restと
いう力関係が世界各地で、

地域的な差異は示しつつ

も、同列の体験を紡いだは

ずだ。１９世紀後半から２０世

紀中葉に至る全球的世界美

術史は、こうした切り口か

らこそ、鮮やかに見えてく

るだろう。だがこうした試

みは、抑圧されたものの復

権という体裁を装いつつ、

新たな覇権主義に結びつき

かねない危険をも孕んでい

る。被抑圧者への理解もあ

る、善良で健全な美術史学

という幻想がそれである。
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